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高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
た
め

施
設
で
の
虐
待
防
止
の
視
点
を
知
る

　
近
年
、
全
国
的
に
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
通
報
・
相
談
等
の
件
数

は
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
福
祉
施
設
・
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
（
以
下
、
高
齢
者
施
設
等
）
に
よ
る
高
齢
者
虐
待
に
つ
い

て
も
、
報
道
等
で
た
び
た
び
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
な
ど
、
深
刻

な
被
害
を
見
聞
き
す
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
高
齢
者
虐
待
の
背
景
と
し
て
、
人
員
不
足
や
人
員
配
置
の
問
題
、

お
よ
び
そ
れ
ら
に
伴
う
多
忙
さ
、
教
育
・
知
識
・
介
護
技
術
等
に
関

す
る
問
題
、
職
員
の
ス
ト
レ
ス
や
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
問
題
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
影
響
し
て
お
り
、
深
刻
な
状
況
に
な
る
前

に
発
見
し
適
切
に
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
高
齢
者
施
設
で
の
高
齢
者
虐
待
と
は
？

【身体拘束は原則禁止されています】●
虐
待
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い

●
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

　
高
齢
者
施
設
等
で
働
い
て

い
る
職
員
か
ら
、
高
齢
者
が

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
不
当
な
扱

い
を
受
け
て
い
る
状
態
を
い

い
ま
す
。
単
に
暴
力
を
振
る

う
こ
と
だ
け
が
虐
待
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

★ 

平
成
18
年
４
月
に
「
高
齢

者
虐
待
防
止
法
」
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
市
は
関
係

機
関
の
福
祉
、
医
療
の
専

門
職
と
連
携
し
、
早
期
発

見
・
迅
速
な
対
応
に
努
め

て
い
ま
す
。

　高齢者施設等では、入所者の生命また

は身体を保護するための「緊急やむをえ

ない場合」を除き、高齢者の自由を奪う

身体拘束は原則禁止されています。

《こんな行為は身体拘束です》

・徘徊しないように車イスや

ベッドにひも等で縛る、ベッ

ド柵で四方を囲う。
・行動を落ち着かせるために

薬を過剰に服用させる。

・脱衣やオムツ外しを制限す

るためにつなぎ服を着せる。　

など

　
高
齢
者
施
設
等
で
職
員
か
ら
虐
待
を
受
け
た
と
思

わ
れ
る
高
齢
者
を
発
見
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
市

役
所
地
域
包
括
支
援
課
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

通
報
を
行
う
こ
と
は
守
秘
義
務
違
反
に
は
あ
た
り
ま
せ
ん
。

※ 

通
報
し
た
こ
と
に
よ
る
不
利
益
な
取
り
扱
い
（
解
雇
、降
格
、

減
給
な
ど
）
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
虐
待
予
防
の
視
点
を
正
し
く
も
ち
、
早
期
発
見
・

対
応
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
場
所
を
長
く
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
高

齢
者
虐
待
防
止
法
は
、
虐
待
を
し
て
し
ま
っ
た
人
を

罰
す
る
た
め
の
法
律
で
は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
高
齢

者
が
安
全
で
安
心
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
か

を
一
緒
に
考
え
る
た
め
の
法
律
で
す
。

　
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
地
域
包
括
支
援
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　男性介護者の皆さん、日々の介護に悩んだり疲
れたりしていませんか？　介護を一人で頑張ら
ず、仲間と一緒に学び、情報を共有しながら日頃
の介護に活かしていただけるようケアメン（男性
介護者）の会を開催します。
　今回は、負担のかからない衣服の着脱や移動・
移乗の方法などを実践を交えて学習します。

▼日時　11 月 16 日月　13 時～ 15 時

▼場所　今津保健センター　ホール　

▼申込締切　11 月 13日（金）までに、地域包括支援課に
　　　　　　お申し込みください。

13 時～ 情報交換
 講演「負担のかからない介護技術」
 講師　オムツフィッター　中村　真理　氏

身体的虐待
たたく、つねる、蹴る、食事を
無理やり口にいれる、徘徊する
ため部屋に閉じ込める。

介護の放棄・放任
（ネグレクト）　

オムツが汚れている状態を日常
的に放置する。医療が必要な状
態にも関わらず受診させない。

心理的虐待 怒鳴る、ののしる、悪口を言う、
意図的に無視をする。

性的虐待
排泄がしやすいという目的で下

（上）半身を裸にさせたり、下着
のまま放置する。人前でオムツ
交換をする。

経済的虐待
生活に必要なお金を渡さない・
使わせない、本人の年金や預貯
金を本人に無断に使う。

地域包括支援課
（地域包括支援センター） （25）8150

そ
れ
ぞ
れ
に　

子
を
追
う
カ
メ
ラ　

運
動
会

大お
お
は
な
び

華
火　

見
事
輝
き　

月
微
笑
む

流
し
台　

所
狭
し
と　

瓜
並
ぶ

食
つ
ぶ
し　

地
方
再
生　

な
に
思
ふ

亡
き
夫つ

ま

の　

口
ぐ
せ
い
つ
も　

ケ
・
セ
ラ
・
セ
ラ

穂ほ
だ
か嵩
の
絵　

テ
レ
ビ
に
写
り　

歓
声
を

新
米
や　

お
か
ず
い
ら
ぬ
と　

孫
が
云い

う

薔ば

ら薇
一い

ち
り
ん輪　

古
城
の
影
に　

抱
か
れ
て

老
い
年
で　

夢
待
ち
つ
づ
け
た　

金
婚
式

秋
空
に　

わ
き
立
つ
雲
の　

プ
ー
ド
ル
犬

時と

き間
す
ご
い　

笑
い
高た

か
だ
か々　

墓
掃
除

孫
描え

が

く　

爺じ
い

の
似
顔
絵　

毛
が
五
本

雛ひ
な
が
た形
の　

飛
ぶ
鳥
決
め
る　

首
ひ
と
つ

晋
作
の　

志
継
ぎ　

倒
幕
へ

内う
ち
ま
ご孫
の　

琵
琶
湖
一
周　

夏
休
み

コ
ン
サ
ー
ト
で　

老
い
も
若
き
も　

歓
喜
の
輪

味
に
笑
顔　

心
に
上
の
せ　

ま
る
く
な
り

夫
と
娘
と　

参
道
を
行
く　

初
時
雨

し
み
じ
み
と　

身
に
し
む
話　

友
に
聞
く

空
き
巣
犯　

空
き
巣
に
や
ら
れ　

ご
立
腹

昆
布
煮
る　

秋
い
っ
ぱ
い
の　

部
屋
に
な
る

雨
だ
れ
が　

ト
ユ
に
反
射
し　

美
し
く

バ
ス
の
旅　

オ
ー
タ
ム
カ
ラ
ー　

素
晴
ら
し
い

落
葉
焚
く　

煙
吸
い
込
む　

鰯
い
わ
し
ぐ
も雲

や
っ
て
来
る　

心
お
ち
つ
か
せ　

孫
迎
え
る

暑
さ
さ
り
て　

鈴
虫
泣
く
や　

秋
の
風

お
～
い
粗
茶　

ヘ
ェ
～
イ
と
急き

ゅ
う
す須　

放ほ
う

る
妻

心
労
に　

本
寄
り
添
い
し　

日
向
ぼ
っ
こ

畦あ
ぜ
い
ち
ろ

一
路　

赤あ
か
じ
ゅ
う
た
ん

絨
毯
や　

曼ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

珠
沙
華

赤
や
黄
に　

木
々
の
化
粧
は　

色
づ
け
り

電
線
に　

つ
ば
め
集
い
て　

大
海
原
へ

手
を
合
わ
す　

弥み

だ陀
に
救
わ
れ　

今
を
生
き

よ
く
咲
い
て　

く
れ
た
と
花
に　

ね
ぎ
ら
い
の

秋
の
夜
な
が　

読
書
と
く
る
か　

俳う

た句
作
り

時
雨
来
る　

高
島
平
野　

穫
り
終
え
る

か
ず
か
ず
の　

デ
イ
の
想
い
出　

残
し
い
く

耳
す
ま
す　

虫
と
鳥
と
が　

合
唱
か

暑
か
っ
た　

夏
も
去
り
ゆ
き　

食
の
秋

安
ら
げ
る　

声
を
聞
か
せ
る　

法ほ
う
し
ぜ
み

師
蝉

立り
っ
と
う冬

の　

ジ
ャ
ー
ジ
の
色
は　

エ
ヴ
ァ
か
な

平
井　
ち
く
（
朽
・
大
野
）

川
端　
昭
子
（
マ
・
高
木
浜
）

伊
庭　
健
博
（
新
・
深
溝
）

久
保　
俊
明
（
高
・
拝
戸
）

中
河　
仁
子
（
今
・
今
津
）

曽
根
ケ
イ
子
（
新
・
饗
庭
）

北
原　
　
宏
（
今
・
今
津
）

駒
井　
堅
次
（
安
・
北
船
木
）

松
田　
節
子
（
新
・
新
庄
）

山
本
美
智
子
（
マ
・
新
保
）

池
田
よ
し
枝
（
今
・
今
津
）

宇
井　
増
男
（
高
・
武
曽
横
山
）

北
川　
国
重
（
安
・
青
柳
）

久
米　
良
彦
（
新
・
太
田
）

小
谷　
忠
雄
（
マ
・
西
浜
）

頃
常　
芳
子
（
今
・
今
津
）

沢
井　
美
代
（
朽
・
岩
瀬
）

白
井
や
よ
い
（
高
・
宮
野
）

進
士　
良
冶
（
新
・
太
田
）

田
谷
多
見
雄
（
安
・
南
古
賀
）

丸
岡
亜
希
子
（
新
・
藁
園
）

山
本　
　
忍
（
高
・
高
島
）

山
本　
京
子
（
高
・
高
島
）

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

伊
丹　
孝
子
（
高
・
勝
野
）

上
原　
三
芳
（
新
・
深
溝
）

上
山　
惟
裕
（
高
・
城
山
台
）

金
村　
玉
子
（
マ
・
蛭
口
）

𠮷
川　
　
明
（
安
・
北
船
木
）

寺
田　
義
輝
（
マ
・
西
浜
）

中
崎　
徳
子
（
朽
・
桑
原
）

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

村
田　
ナ
ミ
（
高
・
勝
野
）

奥
津
と
し
江
（
安
・
川
島
）

提
中　
幸
子
（
新
・
針
江
）

上
田　
ナ
ツ
（
マ
・
浦
）

穴
井　
義
夫
（
今
・
梅
原
）

穴
井
由
香
里
（
今
・
梅
原
）

坂
口
そ
の
江
（
マ
・
知
内
）

高
野　
龍
哉
（
高
・
野
田
）

暑
く
と
も　

年
に
一
度
の　

墓
ま
い
り

猛
暑
す
ぎ　

我
に
か
え
れ
ば　

秋
の
風

汗
か
い
て　

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

夏
す
ぎ
る

台
風
去
り　

掴
ん
で
み
た
い　

鮎
の
群

身
が
縮
み　

心
を
撫
で
る　

台
風
あ
と

友
が
逝ゆ

き　

淋さ
み

し
さ
誘
う　

虫
の
音ね

や　

副
市
長　

高
島
救
う　

一
休
さ
ん

萬ま
ん
よ
う葉
の　

水
集
め
し
や　

鮎
遡そ

じ
ょ
う上

台
風
で　

湖う
み

は
大
し
け　

白
波
が

外
孫
も　

生
ま
れ
て
じ
じ
ば
ば　

忙
し
い

籾も
み
す
り摺
の　

な
つ
か
し
い
音　

実
習
生

秋
中
に　

菊
の
香
の
せ
て　

空
わ
た
る

口
笛
吹
き
つ
つ　

孫
は
遊
び
に　

夢
中
な
り

ノ
ー
メ
イ
ク　

素
敵
な
女
医
に　

診
て
も
ら
い

す
が
す
が
し　

藤
樹
の
宮
で　

奉ほ
う
よ
う謡
す

と
れ
秋
に　

ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ん
て　

な
ん
の
そ
の

車
イ
ス　

押
す
手
に
愛
が　

あ
ふ
れ
て
る

あ
り
が
た
さ　

災
害
少
な　

生
ま
れ
の
地

赤
と
ん
ぼ　

背
に
止
ま
ら
せ
て　

童
わ
ら
べ

行
く

夏
祭
り　

抽
選
の
刻　

人
だ
か
り

落
ち
ゆ
か
ん　

西
日
に
あ
り
て　

お
ぼ
ろ
月

虫
の
声　

侘わ
び

し
さ
つ
の
る　

夜
長
か
な

秋
う
ら
ら　

九
十
三
の　

年
齢
差

曼ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

珠
沙
華　

季
節
忘
れ
ず　

土
手
染
め
る

ひ
そ
や
か
に　

紫
式
部　

季と
き

の
色

迷
い
猿　

縁
側
越
し
に　

に
ら
め
っ
こ

芋
の
露　

風
の
音
聞
き　

輪
を
画え

が

く

秋
の
蚊
の　

哀
れ
や
肌
を　

刺
し
も
せ
ず

楓か
え
で

舞
う　

に
じ
み
映
り
し　

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ

夕
ぐ
れ
時　

ど
こ
か
ら
と
な
く　

秋さ

ん

ま
刀
魚
の
香

手
を
か
け
る　

菊
も
介
護
も　

子
育
て
も

子
の
元
に　

二
十
年
来
の
友　

越
す
と
言
う

こ
れ
食
う
か　

こ
れ
持
て
帰
れ　

親
心

朝あ
さ
も
や靄
立
ち　

墨
絵
見
る
よ
な　

遠と
お
げ
し
き

景
色

渚な
ぎ

の
波　

吾
子
の
砂さ

じ
ょ
う城　

消
し
て
ゆ
く

黄こ
が
ね金
波　

採
算
合
わ
ず
の　

汗
の
玉

見
事
な
る　

夕
焼
空
に　

立
ち
す
く
み

抗
が
ん
剤　

耐
え
て
薄
髪　

あ
り
の
ま
ま

山
寺
の　

お
茶
す
る
庫く

り裏
に　

オ
ニ
ヤ
ン
マ

前
川　
た
つ
（
新
・
針
江
）

益
本
さ
つ
き
（
マ
・
沢
）

神
田　
　
操
（
新
・
饗
庭
）

鞍
田　
作
枝
（
新
・
饗
庭
）

岡
田　
芳
子
（
マ
・
沢
）

北
坂　
　
修
（
高
・
武
曽
横
山
）

川
尻　
耕
生
（
今
・
松
陽
台
）

駒
井　
重
雄
（
安
・
北
船
木
）

田
中
せ
つ
子
（
高
・
勝
野
）

橋
本　
重
生
（
今
・
今
津
）

小
和
田
富
枝
（
新
・
旭
）

木
津　
み
ね
（
高
・
拝
戸
）

添
田
富
美
子
（
安
・
常
磐
木
）

西
川
五
磋
三
（
高
・
高
島
）

福
井　
　
良
（
安
・
西
万
木
）

森
本　
幸
枝
（
今
・
梅
原
）

渡
辺　
幸
江
（
新
・
深
溝
）

梅
村　
保
次
（
安
・
四
津
川
）

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

髙
澤　
芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

和
田
阿
也
子
（
新
・
旭
）

上
原
す
み
江
（
新
・
太
田
）

墨
友　
光
代
（
今
・
上
弘
部
）

高
岡
ふ
じ
江
（
マ
・
小
荒
路
）

日
浅　
倭
子
（
新
・
太
田
）

中
村　
和
子
（
安
・
五
番
領
）

西　
　
晴
明
（
高
・
鴨
川
平
）

西　
美
津
子
（
高
・
鴨
川
平
）

枝　
　
常
信
（
安
・
川
島
）

早
田　
弘
子
（
今
・
今
津
）

本
城　
和
枝
（
新
・
太
田
）

高
橋
レ
イ
子
（
高
・
鴨
川
平
）

八
木　
　
宏
（
高
・
鴨
）

井
保　
孝
夫
（
安
・
西
万
木
）

枝　
き
ぬ
枝
（
安
・
常
磐
木
）

枝　
千
代
子
（
安
・
常
磐
木
）

澤
辺
み
さ
を
（
新
・
藁
園
）

中
内　
保
男
（
新
・
針
江
）

野
田　
敏
子
（
新
・
旭
）

すてきな作品をお待ちしています！

なお、Eメールで投稿する場合は、漢字の直後に (　) 書きで読みがなを記入してください。

　郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・電話番号を書き添えて投稿してください。
　作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。

▼ 投 稿 先　
郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地
　　　　　高島市秘書広報課あて
メール→　hishokoho@city.takashima.lg.jp

★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

…▼次回締切　　　　▼掲載月

…11月25日　……平成28年1 月号（水）
必着/


